




Erysipelothrix rhusiopathic は豚丹毒の起炎菌として知られ,養豚界では本菌の生菌ワク

チンによる予防接種が広く普及している。 

豚における本菌の感染では 1)豚丹毒といわれる軽症の皮膚感染症,2)敗血症を起こし急性

の重篤な症状を呈するもの,3)関節炎あるいは心臓障害を主徴とする慢性型の 3 型が知ら

れている。自然界では人間,豚,羊,マウス,牛,馬,家禽などに感染するほか魚類,甲殻類,蝿,

蛙,腐敗馬肉,下水などから検出される。 

本菌を幼若ラット,マウスに接種すると 1～数日後より四肢の発赤・腫脹,関節炎,血管炎,

心弁膜障害,心筋炎などを起こすことが知られている。今回我々は本菌を幼若ラットに接種

し経時的に変化を追跡し川崎病の実験モデルとしての本菌のラット感染症での血管変化に

ついて検討を行った。 


